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司
会
＝
前
回
の
学
習
会
の
時
に
、
内
田
弁
護
士
が

冒
頭
に
提
起
し
て
い
る
「
労
働
条
件
の
最
低
基
準

を
規
定
し
て
い
る
『
労
基
法
』
が
制
定
さ
れ
た
の

が
１
９
４
７
年
４
月
で
あ
り
、
日
本
国
憲
法
の
施

行
前
で
あ
る
」
と
い
う
点
で
す
。
私
も
含
め
、
皆

さ
ん
も
戦
後
、
「
大
日
本
帝
国
憲
法
」
（
明
治
憲

法
）
に
変
わ
っ
て
「
日
本
国
憲
法
」
が
で
き
て
、

そ
の
後
、
労
働
三
法
（
労
働
組
合
法
、
労
働
基
準

法
、
労
働
関
係
調
整
法
）
が
成
立
し
た
と
思
い
こ

ん
で
い
ま
し
た
。 

 

８
時
間
労
働
制
求
め
闘
う 

 

当
時
の
歴
史
的
背
景
も
含
め
、
Ｏ
さ
ん
に
調
べ 

        

て
も
ら
い
ま
し
た
の
で
、
初
め
に
そ
の
報
告
を
受

け
て
始
め
ま
す
。 

Ｏ
＝
皆
さ
ん
も
学
校
の
授
業
で
学
ん
だ
よ
う
に
、

イ
ギ
リ
ス
の
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
革
命
で
資
本
主
義
社

会
は
成
立
し
、
産
業
革
命
以
降
、
工
場
生
産
が
盛

ん
に
な
り
ま
し
た
。
当
時
の
労
働
時
間
は
、
１
日

10
時
間
か
ら
16
時
間
労
働
、
休
日
は
週
１
日
の

み
で
し
た
。
空
想
的
社
会
主
義
者
と
言
わ
れ
た
ロ

バ
ー
ト
・
オ
ー
ウ
ェ
ン
は
、「
仕
事
に
８
時
間
、

休
息
に
８
時
間
、
や
り
た
い
こ
と
に
８
時
間
」
を

目
標
に
、
自
ら
経
営
す
る
工
場
で
実
践
に
移
し
、

他
の
経
営
者
や
政
府
に
訴
え
、
１
８
３
３
年
に
イ

ギ
リ
ス
政
府
は
工
場
法
を
制
定
し
、
１
８
４
７
年

の
改
正
で
若
年
労
働
者
や
女
性
労
働
者
に
対
す
る

10
時
間
労
働
の
制
限
を
実
現
し
ま
し
た
。 

        

フ
ラ
ン
ス
の
労
働
者
は
、
１
８
４
８
年
の
革
命

後
に
よ
う
や
く
１
日
12
時
間
労
働
を
勝
ち
取
り

ま
す
。 

１
８
８
６
年
５
月
１
日
に
、
シ
カ
ゴ
な
ど
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
全
土
で
、
38
万
人
以
上
の
労
働
者

と
労
働
組
合
が
８
時
間
労
働
制
を
求
め
、
ス
ト
ラ

イ
キ
に
立
ち
上
り
ま
し
た
。
１
８
９
０
年
５
月
１

日
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
１
０
０
周
年
の
記
念
日
を
迎

え
、
フ
ラ
ン
ス
を
本
部
と
す
る
第
二
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
は
、
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
世
界
各
地
で
一
斉
に
集
会
や
デ

モ
を
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
そ
れ
以
降
、
毎

年
５
月
１
日
に
世
界
各
国
で
メ
ー
デ
ー
が
開
催
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、「
仕
事
に
８
時
間
、
休
息
に

８
時
間
、
お
れ
た
ち
が
や
り
た
い
こ
と
に
８
時
間

みんなの学習講座 
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を
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
訴
え
、「
８
時
間
労
働

の
歌
」
が
創
ら
れ
歌
わ
れ
ま
し
た
。 

１
９
１
７
年
、
ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連

邦
が
誕
生
し
、
初
め
て
国
の
法
律
で
「
８
時
間
労

働
制
」
が
確
立
し
、
１
９
１
９
年
、
国
際
労
働
機

関
（
Ｉ
Ｌ
Ｏ
）
第
１
回
総
会
で
「
１
日
８
時
間
・

週
48
時
間
」
と
い
う
労
働
制
度
を
定
め
、
国
際

的
労
働
基
準
と
し
て
確
立
し
ま
し
た
。 

し
か
し
日
本
は
、「
天
皇
制
」
を
基
本
と
す
る

「
大
日
本
帝
国
憲
法
」
下
で
あ
り
、
「
治
安
維 

             

持
法
」
な
ど
で
、
労
働
組
合
や
労
働
運
動
は
非
合

法
化
さ
れ
、
あ
の
帝
国
主
義
戦
争
へ
突
き
進
み
、

１
９
４
５
年
に
「
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
」
を
受
諾
し
降

伏
し
ま
し
た
。 

連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）

の
民
主
化
政
策
と
相
ま
っ
て
、
当
時
の
「
工
場

法
」
で
は
、
人
間
は
機
械
の
一
部
と
さ
れ
て
い
た

が
、「
人
間
宣
言
」
と
言
わ
れ
る
労
働
基
準
法
の

第
１
条
に
「
労
働
条
件
は
、
労
働
者
が
人
た
る
に

値
す
る
生
活
を
営
む
た
め
の
必
要
を
充
た
す
べ
き 

             

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
し
、
初
め

て
労
働
者
を
保
護
す
る
法
律
と
し
て
、
１
９
４
７

年
４
月
７
日
に
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
そ
れ
が

「
労
働
組
合
法
」「
労
働
関
係
調
整
法
」
と
合
わ

せ
「
労
働
三
法
」
と
言
わ
れ
て
き
た
所
以
で
す
。 

一
方
日
本
国
憲
法
の
、「
主
権
在
民
」「
基
本
的

人
権
」「
戦
争
の
放
棄
・
恒
久
平
和
」
を
基
本
と

す
る
「
新
憲
法
案
」
は
、
大
日
本
帝
国
憲
法
73

条
の
憲
法
改
正
手
続
に
従
い
、
１
９
４
６
（
昭
和

21
）
年
５
月
16
日
の
第
90
回
帝
国
議
会
の
審 

議
を
経
て
、
11
月
３
日
に
公

布
さ
れ
、
そ
の
６
ヵ
月
後
の
１

９
４
７
年
５
月
３
日
に
施
行
さ

れ
ま
し
た
。 

だ
か
ら
、
施
行
は
労
働
基
準

法
の
方
が
先
で
す
が
、
新
憲
法

制
定
に
向
け
て
の
論
議
や
手
続

き
に
時
間
を
要
し
た
の
で
、
日

本
国
憲
法
の
施
行
が
約
１
ヵ
月

後
に
な
っ
た
と
い
う
わ
け
で
す
。 

補
足
し
ま
す
と
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ

の
定
め
る
国
際
労
働
条
約
の
１

号
が
「
一
日
８
時
間
・
週
48 
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時
間
制
」（
47
号
で
週
40
時
間
制
）
で
す
。
日

本
は
Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
常
任
理
事
国
で
あ
り
ま
す
が
、
未

だ
批
准
し
て
い
ま
せ
ん
。 

司
会
＝
歴
史
的
に
詳
し
く
説
明
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
戦
前
・
戦
中
は
、

「
治
安
維
持
法
」
等
で
、
非
合
法
化
さ
れ
て
い
た

労
働
運
動
や
社
会
主
義
運
動
な
ど
が
、
敗
戦
後
に

Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
「
民
主
化
」
政
策
と
相
ま
っ
て
合
法
化

さ
れ
、
人
間
労
働
が
「
労
働
者
が
人
間
に
値
す
る

生
活
を
営
む
た
め
の
必
要
を
充
た
す
べ
き
も
の
」

と
定
め
た
点
が
大
事
で
す
ね
。 

安
倍
政
権
は
、
「
戦
後
レ
ジ
―
ム
（
戦
後
体

制
）
か
ら
の
脱
却
」
を
掲
げ
、
こ
の
労
働
基
準
法

を
は
じ
め
労
働
者
保
護
法
の
「
労
働
法
制
」
の
改

悪
と
「
日
本
国
憲
法
」
の
改
憲
を
狙
っ
て
き
て
い

ま
す
。 

そ
れ
で
先
月
の
学
習
会
で
は
、
今
日
私
た
ち
や

周
り
の
若
者
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
働
か
さ
れ
方
を

し
て
い
る
か
、
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
報
告
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
労
働
基
準
法
も
知
ら
な
い
、
意
識
せ
ず
、

会
社
の
仕
事
に
自
ら
の
生
活
リ
ズ
ム
も
合
わ
さ
れ

て
い
る
実
態
が
率
直
に
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

労
働
条
件
と
は
、
８
時
間
労
働
制
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
週
単
位
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
年
間

労
働
時
間
、
年
間
休
日
数
、
年
次
有
給
休
暇
や
賃

金
等
々
を
含
め
ま
す
。
世
界
の
労
働
者
と
の
比
較

を
し
た
い
の
で
、
Ｔ
・
Ｔ
さ
ん
に
報
告
を
お
願
い

し
ま
す
。 

 

世
界
の
労
働
者
と
の
比
較
は 

 

Ｔ
・
Ｔ
＝
図
１
、
２
に
示
す
よ
う
に
、
厚
生
労
働

省
の
調
査
に
よ
れ
ば
、「
週
休
二
日
制
」
を
標
榜

し
、「
週
40
時
間
制
」
に
改
め
る
１
９
８
８
年
以

前
は
、
年
間
総
労
働
時
間
が
２
１
０
０
時
間
を
超

え
て
い
ま
し
た
。
２
０
０
３
年
に
は
所
定
内
労
働

時
間
は
１
７
８
６
時
間
（
所
定
外
を
含
め
る
と
１

９
７
５
時
間
）
ま
で
短
縮
さ
れ
た
と
言
い
ま
す
。 

し
か
し
、
こ
れ
ら
は
表
向
き
に
公
表
さ
れ
て
い

る
時
間
で
あ
り
、
前
回
に
皆
さ
ん
か
ら
報
告
さ
れ

た
通
り
、
労
基
法
違
反
が
顕
在
化
し
て
い
る
日
本

の
実
態
が
あ
り
ま
す
。 

一
方
、
フ
ラ
ン
ス
は
週
35
時
間
、
年
間
１
４

０
１
時
間
、
ド
イ
ツ
は
一
日
８
時
間
を
超
え
て
は

な
ら
な
い
と
し
、
年
間
１
３
１
３
時
間
台
で
日
本

と
は
大
き
く
か
け
離
れ
て
い
ま
す
。
年
間
休
日
数

に
つ
い
て
も
、
大
き
な
隔
た
り
を
感
じ
ま
す
。 

２
０
１
３
年
の
日
本
の
年
間
休
日
数
は
１
３

７
・
５
日
で
、
イ
ギ
リ
ス
の
１
３
６
・
８
日
と
ほ

ぼ
同
水
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。
年
間
休
日
数
が
最

も
多
い
の
は
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
の
１
４
４
・

０
日
で
、
イ
タ
リ
ア
も
１
４
１
・
０
日
で
こ
れ
も

ほ
ぼ
同
水
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

年
間
休
日
数
の
う
ち
年
次
有
給
休
暇
に
つ
い
て

み
る
と
、
労
資
協
約
で
合
意
し
た
平
均
付
与
日
数

は
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
が
30
・
０
日
、
イ
タ

リ
ア
が
28
・
０
日
な
ど
と
な
っ
て
お
り
、
日
本

は
平
均
付
与
日
数
で
み
て
も
18
・
５
日
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

労
働
運
動
の
違
い
も
あ
り
ま
す
が
、
ド
イ
ツ
は

通
常
バ
カ
ン
ス
と
言
わ
れ
る
連
続
給
付
日
数
は

12
日
間
、
フ
ラ
ン
ス
は
24
日
間
と
規
定
し
、
ほ

ぼ
完
全
取
得
し
て
い
ま
す
。 

司
会
＝
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
Ｔ
・
Ｔ
さ

ん
か
ら
厚
労
省
や
他
の
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
で
公
表
さ

れ
て
い
る
国
際
比
較
を
出
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

日
本
で
は
公
務
員
や
民
間
と
の
差
、
企
業
の
大
小

に
よ
っ
て
多
く
の
違
い
も
あ
る
よ
う
で
す
。
み
な
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さ
ん
か
ら
報
告
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
ず
初
め
に

独
立
行
政
法
人
の
印
刷
局
の
Ｍ
さ
ん
の
所
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
。 

Ｍ
＝
う
ち
は
土
・
日
休
み
の
完
全
週
休
二
日
制
で 

                   

あ
り
、
祝
日
15
日
の
他
、
年
末
年
始
５
日
、
夏

休
み
が
５
日
あ
り
ま
す
。
年
休
は
20
日
で
す
。

取
得
率
は
調
べ
て
い
ま
せ
ん
。 

Ｎ
＝
先
日
、
全
世
界
を
市
場
に
し
て
い
る
多
国
籍 

                   

企
業
で
働
い
て
い
る
Ｋ
さ
ん
が
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

休
暇
を
１
週
間
取
っ
て
海
外
旅
行
へ
行
っ
て
き
た

と
話
し
て
い
た
の
で
、
京
成
と
違
う
と
思
い
詳
し

く
聞
い
て
み
ま
し
た
。 

就
業
規
則
で
は
、
年
間
休
日
数
は
１
２
８
日

（
う
る
う
年
は
１
２
９
日
）
で
す
。
内
訳
は
、
①

毎
週
（
土
曜
日
）
日
曜
日
、
②
国
民
の
祝
日
15

日
、
③
年
末
年
始
５
日
（
12
／
30
～
１
／
４
）、

④
創
立
記
念
日
、
⑤
メ
ー
デ
ー
で
す
。
そ
の
他
に
、

永
年
勤
続
で
５
日
間
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
Ｂ
休
暇
が

付
与
さ
れ
ま
す
。 

年
休
の
計
画
的
連
続
取
得
に
よ
り
心
身
の
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
を
図
る
た
め
に
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
休
暇

制
度
を
社
員
就
業
規
則
で
定
め
て
い
ま
す
。
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
Ａ
休
暇
は
、
原
則
と
し
て
連
続
５
日
間

の
年
休
が
取
れ
ま
す
。
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
Ｂ
休
暇
は
、

年
休
20
日
の
他
に
勤
続
15
年
、
25
年
、
35
年

の
年
に
連
続
５
日
間
の
年
休
が
付
与
さ
れ
ま
す
。 

Ｋ
さ
ん
は
こ
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
Ｂ
休
暇
を
利
用

し
、
前
後
の
土
・
日
曜
も
含
め
９
日
間
の
連
休
を

取
っ
た
そ
う
で
す
。 

今
は
本
社
勤
務
と
な
り
、
部
内
で
年
間
計
画
を

貼
り
出
し
「
目
標
17
日
取
得
」（
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

1000 

（時間） 
 

所定内労働時間 所定外労働時間 

2000 

年間休日数（２０１３年） 

計137.5 

計136.8 

計144.0 

計144.0 

計141.0 

（図１：世界の年間労働時間、製造業生産労働者、2003年） 

（図2：世界の年間休日数） 

1975 

1929 

1888 

1538 

1525 
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休
暇
含
め
）
と
書
か
れ
、
お
互
い
に
助
け
あ
っ
て

休
み
や
す
い
環
境
に
な
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、
工

場
の
時
は
人
員
不
足
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
休
暇
は
取

れ
な
か
っ
た
と
も
言
っ
て
い
ま
し
た
。 

Ｓ
＝
そ
う
で
す
ね
。
京
成
と
は
だ
い
ぶ
違
い
ま
す

ね
。
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
休
暇
は
、
勤
続
25
年
の
者

に
連
続
３
日
（
有
効
期
間
は
２
年
間
）
だ
け
で
す
。 

年
間
休
日
数
も
大
き
く
違
い
ま
す
。
週
40
時

間
制
に
な
っ
た
時
に
、「
完
全
週
休
二
日
制
」
を

要
求
し
先
輩
た
ち
は
闘
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
が

実
現
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
現
行
、
一
昼
夜
交
替

勤
務
を
行
な
っ
て
い
る
駅
職
場
は
、
年
間
休
日
は

８
日
を
通
じ
て
２
日
（
年
91
・
25
日
）
の
他
、

１
年
を
通
じ
て
13
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

つ
ま
り
、
国
民
の
祝
日
を
含
め
て
年
間
１
０
４

日
で
す
。
他
、
メ
ー
デ
ー
５
月
１
日
分
と
海
の
日

分
は
、
特
別
休
暇
の
扱
い
で
正
社
員
だ
け
支
給
さ

れ
、
嘱
託
社
員
と
60
歳
以
降
の
再
雇
用
者
は
支

給
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

交
通
労
働
者
は
長
時
間
労
働
、
低
賃
金
構
造
の

実
態
が
あ
り
ま
す
ね
。
年
休
の
取
得
率
は
、
内
容

は
別
と
し
て
ほ
ぼ
完
全
消
化
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

司
会
＝
今
日
は
、
そ
の
年
休
は
あ
る
が
仕
事
の
都

合
上
取
り
づ
ら
い
職
場
実
態
に
あ
る
と
、
東
京
地

下
鉄
の
Ｔ
・
Ｇ
さ
ん
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
報
告
を
い
た
だ
き
皆
さ
ん
で
共
に
考
え
た
い

と
思
い
ま
す
。 

  

休
暇
は
代
務
者
を
探
し
て
取
る 

 

Ｔ
・
Ｇ
＝
東
京
地
下
鉄
は
、
民
営
化
攻
撃
で
１
万

２
０
０
０
人
体
制
か
ら
８
０
０
０
人
体
制
に
な
り

ま
し
た
。
以
前
、
私
が
入
社
し
た
当
時
は
７
班
体

制
で
１
班
14
人
位
い
た
。
当
時
は
職
場
の
班
旅

行
に
行
き
ま
し
た
。
非
番
と
公
休
で
温
泉
場
に
一

泊
し
て
飲
み
交
流
が
で
き
ま
し
た
。
今
は
、
要
員

が
減
ら
さ
れ
、
先
日
行
な
っ
た
の
は
○
○
管
区
旅

行
と
言
い
な
が
ら
、
バ
ス
で
横
浜
に
行
き
日
帰
り

で
す
よ
。
一
泊
は
な
く
な
り
ま
し
た
。 

休
暇
に
関
し
て
は
、
47
年
前
か
ら
変
わ
ら
ず

に
、
駅
職
場
は
自
分
が
休
む
時
は
、
代
務
者
を
探

し
て
判
を
も
ら
い
、
休
暇
申
請
を
出
す
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
自
分
の
都
合
だ
け
で
休

む
こ
と
な
ど
考
え
な
れ
な
い
。
非
番
者
や
公
休
者

と
な
る
と
頼
む
相
手
も
限
ら
れ
て
く
る
。
ま
な
ぶ

友
の
会
の
全
国
交
流
集
会
に
参
加
す
る
時
も
、
Ｔ

事
務
局
長
か
ら
は
「
休
ん
で
来
る
だ
ろ
う
」、
と

言
わ
れ
て
も
代
務
者
が
見
つ
か
ら
な
い
と
返
事
が

で
き
な
い
状
況
で
す
。 

余
談
で
す
が
、
妻
は
旅
行
が
好
き
で
よ
く
出
か

け
ま
す
。
そ
の
旅
行
も
２
～
３
ヵ
月
前
の
予
約
で

す
。
先
日
、
私
は
行
け
た
の
で
す
が
「
あ
な
た
は

休
暇
が
取
れ
な
い
か
ら
」
と
私
の
予
定
も
聞
か
ず

に
一
人
で
出
か
け
ま
し
た
。
若
い
人
も
必
死
で
す

よ
。
勤
務
表
が
出
る
前
に
、「
あ
い
つ
は
大
丈
夫

だ
ろ
う
か
ら
先
に
頼
ん
で
お
こ
う
」
と
先
手
で
当

た
っ
て
い
ま
す
。
後
で
頼
も
う
と
し
て
も
「
先
に

○
○
さ
ん
分
を
受
け
て
い
る
か
ら
ダ
メ
で
す
」
と

な
り
ま
す
か
ら
。 

だ
か
ら
、
年
休
20
日
を
消
化
す
る
な
ん
て
至

難
の
技
で
す
。
本
当
に
風
邪
な
ど
の
体
調
不
良
の

時
は
当
日
の
電
話
休
暇
に
な
り
ま
す
が
・
・
・
。

私
は
、
従
兄
弟
の
葬
儀
で
１
回
だ
け
電
話
休
暇
を

取
り
ま
し
た
。 

そ
れ
か
ら
、
男
社
会
の
鉄
道
に
も
女
性
社
員
が

入
っ
て
き
て
多
く
な
り
ま
し
た
。
産
前
産
後
休
暇

だ
と
か
、
生
理
休
暇
は
制
度
と
し
て
は
あ
る
が
取

っ
た
と
い
う
話
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
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ん
・
・
・
。
特
別
休
暇
（
国
民
の
祝
日
な
ど
）
が

年
18
日
あ
り
四
半
期
に
分
け
て
出
ま
す
。
３
ヵ

月
間
で
取
ら
な
い
と
代
休
精
算
と
な
り
お
金
に
な

り
ま
す
。
私
も
４
日
で
10
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

低
賃
金
を
補
う
た
め
に
大
体
の
人
は
お
金
に
し
て

い
ま
す
。
休
暇
は
、
労
働
者
の
権
利
だ
！ 

と
い

う
が
、
権
利
を
行
使
で
き
な
い
の
が
職
場
実
態
で

す
。 

司
会
＝
メ
ト
ロ
の
先
輩
で
あ
る
Ｔ
・
Ｔ
さ
ん
は
ど

う
思
い
ま
す
か
。 

Ｔ
・
Ｔ
＝
休
暇
を
取
る
に
も
、
職
場
で
の
人
間
関

係
が
な
い
と
取
れ
な
い
の
は
よ
く
知
っ
て
い
ま
す
。

正
直
言
っ
て
、
私
も
駅
を
経
験
し
て
乗
務
員
に
な

り
ま
し
た
。
駅
職
場
の
そ
れ
が
嫌
で
乗
務
員
に
な

っ
た
よ
う
な
も
の
で
す
か
ら
。 

司
会
＝
京
成
の
先
輩
で
あ
る
Ｎ
、
Ｓ
さ
ん
は
ど
う

で
し
た
か
。 

Ｎ
＝
京
成
駅
職
場
も
同
様
な
こ
と
が
多
々
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
完
全
定
数
・
完
全
補
充
の
職
場

に
な
っ
て
い
て
、
誰
か
が
休
め
ば
誰
か
が
そ
れ
を

代
務
す
る
職
場
で
あ
り
、
欠
員
の
ま
ま
今
日
は
仕

事
を
す
る
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。 

私
が
入
社
し
た
当
時
は
、
メ
ト
ロ
と
変
わ
り
な

く
、
相
番
者
が
決
ま
っ
て
い
て
、
先
輩
が
休
む
時

は
待
っ
た
な
し
で
代
わ
り
を
や
ら
さ
れ
、
自
分
が

休
む
時
は
自
分
で
探
せ
！ 

と
助
役
に
言
わ
れ
て

き
ま
し
た
。
明
番
に
喫
茶
店
で
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み

な
が
ら
、
色
々
な
不
平
不
満
な
ど
を
話
し
合
っ
た

り
、
青
年
対
策
部
の
学
習
会
な
ど
を
繰
り
返
し
、

お
か
し
い
こ
と
は
お
か
し
い
！ 

と
言
お
う
、
と

話
し
合
い
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。 

学
習
会
で
学
ん
だ
仲
間
が
次
々
と
労
働
組
合
、

駅
務
分
会
の
役
員
を
担
い
出
し
、
職
場
の
小
さ
な

改
善
と
合
わ
せ
て
、
組
合
員
の
権
利
を
守
る
よ
う

に
小
さ
な
抵
抗
と
職
場
要
求
を
つ
き
だ
し
、
変
え

て
い
っ
た
と
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。 

Ｓ
＝
私
が
入
社
し
た
頃
は
、
駅
に
よ
っ
て
違
い
ま

す
が
、
休
む
時
は
助
役
に
申
し
込
む
の
は
常
識
化

さ
れ
て
い
ま
し
た
ね
。
賃
金
が
安
く
、
住
宅
ロ
ー

ン
や
教
育
費
な
ど
か
か
る
人
は
時
間
外
手
当
を
欲

し
が
っ
て
い
た
面
も
あ
り
、
自
分
に
比
較
的
楽
な

時
間
外
を
回
し
て
も
ら
う
た
め
、
駅
長
や
助
役
に

す
り
寄
る
行
為
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
排
除

し
職
場
の
民
主
主
義
を
守
ろ
う
と
、
休
む
の
も
権

利
！ 

時
間
外
労
働
を
や
る
の
も
権
利
！ 
と
時

間
外
労
働
を
や
れ
る
か
、
や
れ
な
い
か
を
助
役
が

駅
員
に
聞
く
順
番
表
を
作
り
ま
し
た
。 

こ
の
表
も
職
場
の
組
合
員
に
は
色
々
な
意
見
が

あ
り
ま
す
。
一
度
作
れ
ば
完
成
で
は
な
く
、
ま
た

話
し
合
い
み
ん
な
が
よ
り
納
得
す
る
順
番
表
へ
変

え
て
い
く
工
夫
を
し
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
欠

員
や
休
暇
の
補
充
は
会
社
の
責
任
で
行
う
、
と
い

う
常
識
が
少
し
ず
つ
根
付
い
た
と
思
い
ま
す
。 

司
会
＝
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
最
後
に
、

自
分
の
休
暇
を
い
つ
で
も
必
要
な
時
に
取
れ
る
た

め
に
、
職
場
の
改
善
、
民
主
主
義
の
確
立
に
向
け

て
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

労
働
法
制
や
憲
法
を
職
場
に
活
か
す
も
殺
す
も
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
努
力
と
労
働
組
合
の
強
化

に
か
か
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

労
働
条
件
の
内
容
は
、
労
資
が
す
る
ど
く
対
立

し
ま
す
。
労
働
者
の
労
働
条
件
が
良
く
な
れ
ば
、

会
社
側
の
儲
け
が
減
る
か
ら
で
す
。 

次
回
は
、
こ
の
厳
し
い
対
立
関
係
の
な
か
で
、

ど
う
闘
い
、
守
り
改
善
し
て
き
た
の
か
討
論
し
ま

す
。 


